
 

デイサービスセンターけあのすけ 

第 20回 運営推進会議 議事録 
 

開催日時 ：R8年 3月 12日（木）13：30～ 

 

議  題：①運営状況についてのご報告（ご利用状況、配置職員等） 

     ②創作活動（成果物）のご紹介と活動効果について 

 ③次回開催日や開催する時間帯等について（ご要望） 

     ④介護相談、意見交換など  

 

参 加 者：市職員 1名 

     知見者  欠席 

     事業所職員 2名 

 

① 運営状況について（ご利用状況、配置職員、活動等） 

＜利用者様のご利用状況について＞ 

・令和 7年 9月 現在の登録人数：26名（男性 14名、女性 12名） 

 

・平均年齢        

 60歳～ 70歳～ 80歳～ 85歳～ 90歳～ 95歳～ 平均年齢 

男性 1 5 2 4 2 0 82.44 

女性 0 3 1 2 2 4 88.29 

合計 1 8 3 6 4 4 85.36 

○80 歳以上のご利用者様が多く在籍される中、R8 年 1 月頃からは 60 代、70 代の方の

ご利用も増えてきています。男性のご利用者様が増えてきています。 

ご高齢者が多くなってきており、年末年始にかけて在籍数がぐっと減少した期間があ

りましたが、現在は増え、26名の方が在籍されています。 

 

・要介護度別利用人数 

 
要介護 1 要介護 2 要介護 3 要介護 4 要介護 5 

申請中・ 

区分変更中 
合計 

男性 5 2 3 2 1 1 14 

女性 1 2 3 6 0 0 12 

合計 6 4 6 8 1 1 26 

 

・平均要介護度（R7年 10月～R8年 3月） 

 10月 11月 12月 1月 2月 3月 平均 

男性 2.5 2.9 2.8 2.6 2.3 2.3 2.7 

女性 2.8 2.8 2.9 3.1 3.2 3.1 2.9 

平均 2.7 2.9 2.9 2.9 2.8 2.7 2.8 



 

＜職員の配置状況 9 月現在＞ 在籍数…9名(うち 1名は調理員)  

利用者様の介護や看護に要する時間を十分に確保するため、職員配置数を多くしていま

す。また、下記職種については毎日出勤しているように勤務を組んでいます。 

職種 業務内容 常勤 非常勤 計 

管理者 職員・業務の管理 1（兼務 1）  1 

生活相談員 生活指導、養護、送迎、 

介護予防・通所介護計画作成 

2 

（専従 1、兼務 1） 

 2 

機能訓練員 機能訓練指導、助言  3（兼務 3） 3 

看護職員 健康チェック、動作訓練  3 (兼務 3) 3 

介護職員 介護全般、送迎 2（兼務 2） 2（専従 2） 4 

 

＜活動報告＞ 

・毎月、季節に応じた壁飾りを創作活動の一環として作成し、フロアに飾らせて頂き 

 ました(10月→どんぐり、落ち葉 11月→コスモス 12月→クリスマス 1月→ 

干支、お正月飾り 2月→節分 3月→ひな祭り、桜 など） 

・12月には、クリスマスツリーを出して、利用者様と職員の子ども達が一緒に飾り付 

けをしました。 

・お誕生日のお祝い(毎月) 

 写真を撮り、個別にお祝いの飛び出すメッセージカードを作成してプレゼントさせて 

 頂きました。写真を取り出せるように工夫し、喜んで頂けています。 

 

・R8年 3月 4日に発生した停電（9：15頃～10時 40頃）の影響で、一時的に入浴設備 

 や厨房が使用できなくなりました。入浴については事前に浴槽に張ってあったお湯を

利用し、清拭対応とさせて頂きました（復旧後は通常の入浴対応としました）。 

昼食の提供についてはカセットコンロを使用した調理と蓄電池による炊飯を行い、 

予定通りのメニューを提供することができました。 

復旧のめどが分からない中、早期に災害時対応に切り替えて行動することができたの

ではないかと思います。今回はよく日が差し込む時間帯であったため、寒さ対策まで

は必要なかったですが、「これが真冬だったら？真夏だったら？」といった視点から

も考えさせられることがありました。今後の備蓄品の選定に活かしていきたいと思い

ます。 

 

② 創作活動（成果物）のご紹介と活動効果について 

 ・R7年 6月頃より、簡単な「ものづくり」を楽しんで頂けるように創作活動にも力を 

入れています。安全性や工程の分かりやすさ、季節感などから良さそうなものを 

選定し、取り組んで頂いています。 

 ・活動してみると、「ここはちょっと難しいかな？」と思う内容でも頑張って取り  

組んで下さったり、「今回はしないって言われるかな？」と思った物でも参加して

下さったりと、利用者様の意外な一面を見させて頂くことができました。また、全

ての工程が難しい方には、好きな色やパーツを選んで頂く等の関りを通したコミュ

ニケーションが図れており、好みや考え方を知るきっかけにもなっています。 

 ・利用者様からは「持って帰ったら孫が持ってったわ！」とか、「部屋に飾ったよ。



ありがとう！」と言った言葉を頂くなど、職員のやりがいにも繋がっています。 

 

③ 次回開催日や開催時間帯等について 

＜次回の開催予定月＞ 

令和 8年 9月  

※都合により日程の変更をさせて頂く場合や、参加人数を制限させて頂いたりする場合が

ございます。 

 

④介護相談、意見交換など  

・3月 4日の停電時に、おむつ交換をしたいがベッドが動かせない、吸痰器が使用できない

等の相談や報告が市役所にあったり、踏切が降りたままで道路が通行できず、停電中に開

催予定であった担当者会議を中止にしたが、固定電話が繋がらずにすぐに中止を伝える

ことが出来なかったといったお話しがありました。また、デイご利用者様の中には、自分

で在宅酸素の機械から携帯用酸素ボンベに切り替えた方がおられ、身体的にも心理的に

も大変だったとお話しされていたことを情報共有させて頂きました。 

電気が使えないというだけでもこういった大変さがあるのに、地震などの災害時には、 

どうなってしまうんだろうと深く考え、備えや対応を検討していく機会となりました。 

 

・救急搬送事例や支払い請求で困った事例を発表させて頂き、意見を頂戴しました。 


